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1．研究動機

筆者は、大学に新設された授業科目「総合演習」の

実践的、実証的研究を進めてきた。その成果は既に学

会等で報告してきた（'）（2）◎

ところで「総合演習」は、なぜ教職の必修科目とし

て設置されたのであろうか。その成立、設置の社会

的・教育的意義を吟味する必要がある。かつて,中央教

育審議会（以下「中教審」という）答申（平成14年2

月21日）『新しい時代における教養教育の在り方につい

て』において、複雑かつ急激な変化に対応するために

は、幅広い視野から物事をとらえ高い倫理性に裏打ち

された的確な判断をする力の育成が求められている、

と述べ、さらに、次のように強調している。「学生に、

グローバル化や科学技術の進展など社会の激しい変化

に対応し得る 亘知の基盤をあたえなければ力

らない。（筆者傍点)」と述べ,人文科学、自然科学の枠

を超えた共通の思考法、知的技法を学生に獲得させる

ことを強調しているのである。この中教審の答申の意

図は、のちに述べる「総合演習」設置の趣旨と軌を一

にするものである。

本研究は、学生に「知の総合化」の育成を目指すと

ともに、これまでの「総合演習」の研究の一環として

位置づくものである。殊に日常的な生活を［環境に配

われわれは、自らの生活様式を実践的に振り返り

｢環境に負担を与えないために」自らLifeStyleをどう

変えていくかが重要な課題である。それは、‘生活者と

責務であると考えるからである。

都市生活者としての我々は、今日の環境問題を他人

事とするのではなく、自らの問題として主体的に捉え、

自らのLifeStyleを見つめ、自らの生活行動をふりか

えることを通して、環境問題の追及する問題解決能力

を育てることができると考え、本実践的試みを展開し

たのである。

都市生活型公害といわれるものの中には、「廃棄物処

理の限界性」「自動車の社会的費用の外部不経済」「エ

ネルギーの膨大な利用」「食料自給率の低下」など、国

内問題のみでなく地球的スケールで解決しなければな

らない深刻な問題が私たちの生活を脅かしているから

である。

廃棄物には、私たちの生活から排出される一般廃棄

物と生産活動に連動的に排出される産業廃棄物とがあ

る。特に、後者は、前者の8倍の量で、その処理に苦

慮しているのが実情である。その一般廃棄物の中には、

見過ごすことのできない「食べ残し」のゴミが含まれ

ている。その食べ残しは、実に11．1兆円の食料資源の

損失である。これは、我が国の農林水産業の総生産額

12.4兆円とほぼ同じである。これだけの食べ残しの

｢食料」は、世界の飢餓状態に端いでいる人々の食糧源

となる量である。（3）

また、家庭電化が進み、快適な生活を営なんでいる

裏で、環境に負荷を与えているのである。例えば、照

明や冷蔵庫など常時使用される電力を除く電力消費の

40％は、待機電力である。（4）これをどのようにすれば、

省エネルギーが達成したことになるだろうか。

自分たちの生活は、環境とどう関わりを持っている

か、生活環境を自己対象化し、生活と環境との関係を

理解し、自覚し、自ら環境に負荷を与えない行動力を
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育成することを意図して、本研究に取り組んできたの

である。

2．研究の目的

(1)「総合演習」の設置は、どのような意義があるか

を明らかにする。

（2）学生は、自ら環境への関わり方の関心と理解を

もってどのように行動しようとしているかを明ら

かにする。

（3）日常的に自分の暮らしが環境にどのように関わ

っているか、自らの環境保全行動への動機づけ、

意思決定の様態を明らかにする。

3．研究方法

（1）「総合演習」の設置の意義を今日の社会的・教育

的側面から多面的に検証する。

（2）「環境家計簿」で日常的な環境への関わり方をチ

ェックする。（17日間）

（3）調査研究の後の「学生の環境保全行動の変容過

程」を検討する。

4．結果と考察

(1)「総合演習」の設置の意義

新教員免許法に改正によって、教職の必修科目とし

て「総合演習」（2単位）が設置された。教育職員免許

法（平成16年6月30日）に、「総合演習」の設置の趣

旨が次のように述べられている。

総合演習は、

体に関わる課題のうち、一つ以上のものに関する

分析並びに の課題について、幼児、！

ものとする

(筆者傍線）

上記傍線のように、二つの課題の一つ目の課題は、

今日の社会的要請課題として教育界をあげて取り上げ

るべき課題である。その課題解決学習の方法能力を教

師に育成することが強調されているのである。

特に、今日、人類の生存危機が叫ばれている。それ

は、地球温暖化の連動現象としての酸性雨、熱帯林の

減少、野生生物種の絶滅、砂漠化の進行などである。

そのほか、地球的規模の問題として人口、食料、人権、

南北問題など、これらは人類の生存と人間の尊厳に関

わる重大な「人類共存の課題」である。

21世紀に生きる児童・生徒を育成するためには、

｢人類の共通課題」への関心をもたせ、それらに対する

人間のこれまで果たしてきた責任と役割を認識させる

と共に、それらに積極的に対応して、問題解決する能

力を身につけていかなければならない。

同時に、二つ目の課題は、日本の今日的課題につい

ての学習の必要性を指摘しているのである。

我が国の社会的課題には、政治、経済、生活など各

方面において解決が迫られている課題が山積している

のである。例えば、エネルギー問題、食糊自給率の低

下、都市生活型公害、格差是正問題、少子高齢化問題

など、深刻な問題の解決が迫られている。これらの問

題は全て地球的スケールで動いている問題であり、前

者の地球的危機の問題と密接不可分の関係を成してい

るものと捉えるべきである。

①人類の共通課題

人類の共通課題（5）には、次の六つを掲げることが

できる。

一つは、今日の地球的規模の環境問題であり、二つ

は人口増加の問題、三つは人口増加に伴う、食料不足

による飢餓、貧困の問題、四つは、資源・エネルギー

問題、五つは戦争と平和の問題、六つは民族自立問題

である。

デイヴィット・セイビー(DavidSelby)は、『地球

時代の多文化理解』の講演の中で、「事物の相互関連を

考慮せず、細分化するものの見方(compartmental-

ization)は、教育に蔓延していて、カリキュラムの中

身や学習プロセスを細分化した別々のものとして扱っ

てきました。こうした見方は（科学を発展させ)、車を

発明したり、人間を月へ送ることに後立つものであり

ましたが、反面、私たち自身を均一的な存在(whole

selves)として理解したり、世界をシステムとして理

解したり、人間を環境との関係で理解するためにはほ

とんど後立ちません。(6)」

世界の見方は、単なる事物、現象を細分化して見た

のでは、事の本質を捉えることができない。多様な次

元から総合的に世界を捉えることであるとデイヴィッ

ト・セルビーは強調したのである。

「総合学習」は、まさにデイヴィット・セルビーの

言うように社会的事象、自然現象等について個別、部

分的に分析、考察するのではなく、それらの事象や現

象を多面的・総合的に捉える能力を育成することを意

図して展開していかなければならない。

②国内的課題と私たちの暮らし

総選挙のたびに各政党からだされるマニフェストを

みるが「これが日本の提案か」「これが21世紀の課題

解決の迫られる日本の課題なのか」と疑問をもつこと

がある。

改革のあとに来る社会は、どんな社会か、その後日

本人として、地球市民として生きる方向性を与えるも

のは何か、推測してもいいささが失望せざるを得ない

ことに気づく。かつては、「曲がり角に来た日本」とい
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った時代から今や「崖っ淵に立つ危機が迫っている日

本」という表現をする人が多くなった。これは、瀕死

の状態にある日本を象徴的に表現した言葉である。こ

の状態をどうするのか不確定である。

かつて、文蕊春秋を読んだことを思い出して、再度

読み返してみた。少し古いものだから「『次の10年』

はこうなる(7)」という20人の未来予測が綴られてい

る。これは、いわば日本の現状を思いめぐらし、近未

来社会を予測しているものである。

そこには「『失われた10年』の後にくるのは繁栄か、

衰亡か」という特集に識者が語っている。そこには、

次のことが書かれてある。

。「少子高齢化で『楽しい社会』実現」（堤屋太一）で

は、少子化による人口減少は必ずしもマイナスでは

ないという論である。たしかに20世紀初頭我が国の

人口は3,000万人であったし、日本国土の収容能力

に似合った人口こそ栄えることだと論じている。

。「『成長の十年』がやってくる」（榊原英資）の論

は、あれから16年後の今「企業修復V字回復、5％

の成長といった可能性」という論説は、今や空文

になりそうだ。

．「国の借金『一千兆突破の悪夢』」（吉田真吾)、

「フリーター千万人時代」（山田昌弘）などの論調

は、日本社会を憂慮し「警告」したもののように

思われた。

いずれにしても、21世紀の社会は、アルビン・トフ

ラーのいう「情報革命」か、伊藤俊太郎やヘルベルト、

フォン、ヴィッツゼッカ一らのいう「環境革命」か、

選択のシナリオを我々が主体的に選んでいかなければ

ならない。

日本全体の都市化が進行し、「農村的社会は実体を失

っている」といっても過言ではなかろう。

近年、都市生活型公害といわれる「ごみ問題」「C02

を排出する自動車問題」「水質汚濁」などの問題は、地

球的規模の環境問題と直結している。

これらの問題の中で「ごみ問題」「都市交通問題」は

以下で述べる「総合演習」の課題研究のテーマとなる

ものである。

③新しく求められる教師の資質・能力

新教免法は、「教職に関する科目」として、幼稚園、

小学校、中学校、栄養教諭などの教師を目指す者の必

修科目（2単位）を設定している。

「総合演習」の新設の趣旨は、教育職員養成審議会

第一次答申（1997年7月）には、「地球的視野に立ち

行動するための資質能力」「変化の時代で必要とされる

資質能力」「教員の職務から必然的に求められる資質能

力」の三つが提示された。前者の二つは新免法の設置

した趣旨と合致するものである。究極的にいうならば、

中央教育審議会答申（1996年7月）に提案された「教

科横断的・総合的に展開する課題として国際理解教育、

情報教育、環境問題の解決する学習によって「生きる

力」を育成することである」ということに通じるもの

である。

さらに、教育課程審議会答申（1998年7月）は、中

教審答申を受けて「総合的学習の時間（以下「総合的

学習」という)」を設け、「社会の変化に主体的に対応

できる資質や能力、子どもたちに育成することを意図

して「国際理解」「情報」「環境」「福祉健康」などの横

断的・総合的課題に基づいて学習すること」が明示さ

れた。

これらの答申を受けて、教育現場では熱烈な研究を

進めてきた。筆者は、これまで環境教育(8)、エネルギ

ー環境教育（9）（'0)生命教育（''）などを軸とした総合

的学習を進めてきた。これらは、小学校、中学校にお

ける総合的学習の実践的研究である。

(2)「生活環境演習」の実践プログラム

本「総合演習」は、前半く課題研究〉を行い学生の

生活環境にどのようにかかわりをしているかを、実践

的・実証的に明らかにしようとした。

後半は、〈課題研究〉を受けてくテーマ学習〉を行う

ことになった。

「生活環境演習」のプログラムは次の通りである。

〈課題研究〉

①一日の生活スタイル

（課題研究1)「環境家計簿」をチェックする。最低

17日間チェックする。調査結果は、実践率を算出し、

自分の環境への関わり方や、これからの自分の生活

環境改善点についてまとめる。本報告は、この調査

結果とその後の学生の生活行動の変容を明らかにし

ていくものである。

②都市生活型公害とは何か

（課題研究2）「都市環境」として交通調査をグルー

プで行う。

1）交通量・結節地域（ナンバープレート）の調査

2）調査地点（甲州街道、水道道路）

3）調査後のまとめと発表

（課題研究3）この調査研究は、（課題研究2）の方

法を用いて自分の住んでいる地域の交通量調査を行

う。レポートは、（課題研究2）と（課題研究3）を

融合し比較考察するものとする。

③私たちの住む都市をデザイン

（課題研究4）「都市生活と町づくり」をグループワ

ークで行う。

1)都市デザインを構想する

2）構想、アイディアに基づいて都市デザインをする。
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グループワークで作成する

3）都市デザインについて「テーマを選んだ理由」

「工夫したこと」「そこに住む人々のはたらき、願

い」「今後の町づくりへの提案」等についてレポー

トする。

課題研究後の「生活環境」を次のようなテーマで科

学的に認識を深めることにした。

〈テーマ研究〉

ここでは、テーマのみを例示することにする。

④食生活と「環境」

⑤消費生活と「環境」

⑥ThinkGloballyActLocally

⑦環境保全一保全生物

⑧「循環型社会」とは

⑨21世紀に「生きる力」と「環境倫理」

⑩授業の振り返り、総括

環境がどのように保たれていればよいか。どのよ

うな問題が今あるのか。どのようにすれば（環境）

改善されるのかなど考えていくもの。生活と環境

の関係に学ぶもの、環境とは空気や衛生雰囲気、

人と人との結びつきなどがあると思う。まず、且

i^(Y女)(筆者傍線）

(4)自分の一日のスタイル

図1は、M女の一日の生活を帯状の時間軸で何時に

何をしたかを記録したものである。この調査は、2週

間の記録の一部である。M女は調査後の考察に次のよ

うに記している。

<生活スタイルについて〉

2週間にわたりつけた生活記録を振り返ってみ

ると、様々な問題があることに気付くことができ

た。

(3)「総合演習」への学生のイメージ

本学の総合演習の科目名は「生活環境演習」で授業

の直前に次の問いを示した。

まず、

あなたは、授業科目「生活環境演習」に対して

どのようなイメージをもったか、また、ここで学

びたいことは何かについて書いてください。 両方とも電気を無駄に使つ

。又、記録をつけているた

いというこ

ていたことが分かった。

この問いは、「生活環境演習」という授業に対する学

生の意識、学習のめあてを把握するものである。もっ

とも関心の高いものは、ゴミ問題、生活習慣など「生

活に関わることへの関心」で全体の67％にあたる。次

に関心の高いものは、高齢者、身体不自由の安全問題、

自然公害、オール電化、温暖化など「社会的課題への

関心（24％)」である。このほか、今と昔の違いや生

活を取り巻く環境としての水、空気、土地などの「生

活状態、生活の成り立ちへの関心（19％)」が見られる。

僅かながら環境と主体との関係から、「自分を取り巻

く環境にどう対応していくか、学びたい」「自分をふり

かえって、環境改善について明らかにしておきたい」

など17％の反応がみられた。

受講している学生は、「保育士」「養護教諭」の資格

免許を取得する立場から「『環境』の清潔、安全、健康、

管理及び生徒に正しく環境のことを伝えられるように

学びたい」という目的意識をもっているものが8％で

ある。特に、Y学生の初発の授業に対する課題意識は、

次のように多目的で自己対象化しているものに注目し

たい。

型エヱ室迄と考える。一日の最後にゴミの量や内

容を見る事もそれと同様である。私の家のゴミの

量は、45の袋が一日と半分でいっぱいになって

いた。そのゴミの内容は、大体お弁当の容器、カ

ップ麺の容器で一杯になっており、リサイクルで

きるような発泡スチロールもたくさん捨てられて

いた。

考えさせられた｡(M女)(筆者傍線）

この一日の生活スタイルの記録と併行して記録した

のが次に述べる「環境家計簿」である。

6，7:40“510”14:3016m21:452釦22釦011麺

4月13日(木）

6，71108:釦1α犯12151Z3018m9m23m1”

4月14日(金）

人間が心地よく健康に暮らすために整えるべき

環境について学ぶことが、生活環境演習だと思う。
図1．
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表1．「環境家計簿」

(5)「環境家計簿」の記録と分析

「環境家計簿」の記録する意味について次のように

講じた。その要点のみを示すことにする。

・自分が環境にどのように「かかわっているか」四

つの項目でチェックすること。

・記録したことを手がかりに「自分の生活をふりか

えり、どのように環境への関わり方をしたらよい

か自分の考えを述べる」ことを二つ指示する。

表lは、I女が約17日間にわたり、家庭における環

境とのかかわり方を「台所仕事」「洗濯」「ごみ」「省エ

ネルギー等」の4点から注意深く実践状況を記録した

ものである。

①「環境家計簿」の調査実践への目的意識

環境家計簿の実践結果は、レポートにまとめて提出
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実践項目日

咽日

13

木

14

金

15

土

16

日

17

月

18

火

19

水

20

木

21

金

22

土

23

日

24

月

25

火

26

水

27

木

28

金

29

土

合計

● △ ×

実
践
率

台
所
仕
事

1

2

3

4

5

6

野菜や果物･食器類は

できるだけ水（お湯）

で洗いましたか。

液体洗剤は適丑を薄

めて使いましたか。

食器や鍋などの油汚

れは洗う前にふき取

りましたか。

油をそのまま流しに

捨てませんでした力も

野菜くず､茶がら、幾

飯などを流しに捨て

ませんでした力も

お米のとぎ汁を流さ

ずに利用しましたか。

●

●

×

×

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

●

●

●

×

●

●

△

×

●

×

●

●

×

●

×

×

●

●

×

●

△

×

●

●

●

●

●

×

●

●

●

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

△

●

●

×

●

●

●

●

●

×

●

●

●

●

●

×

●

●

●

●

×

×

●

●

△

●

●

×

●

●

●

●

●

×

●

●

×

●

×

×

●

●

●

●

●

×

17

17

8

15

13

0

0

0

3

0

1

0

0

0

6

2

3

17

100

％

100

％

47

％

88

％

76

％

0

％

洗
濯

7

8

9

洗剤は正しく計って

使いましたか。

ためすすぎをしまし

たかb

風呂の残り湯を使い

ました力も

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

●

●

×

17

17

0

0

0

0

0

0

17

100

％

100

％

0

％

ご

み

10

11

資源ごみ（びん・かん

古紙など)正しく処理

しましたか

ごみは分別して決め

られた日に出しまし

たか

△

●

△

●

△

●

△

●

△

●

△

●

△

●

△

●

△

●

△

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

7

17

10

0

0

0

41

％

100

％

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

12

13

不要な電灯やテレビ

などは消しましたか。

水道やシャワーなど

を出しっぱなしにし

ていませんでしたか。

△

△

△

△

●

△

●

△

△

△

△

△

△

●

●

●

●

●

●

●

●

●

△

△

●

●

×

×

●

●

△

△

●

●

9

8

7

8

1

1

53

％

47

％

14

食べ残しはしません

でしたか。
● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 16 0 1
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してもらった。（5）で指導者の指示したことを受けな

がら学生一人ひとりは、どのように目的意識・課題意

識をもって実践記録していっただろうか。

レポートに示された「調査のねらい」を類型化して

みると次の三つになる。

自分一人ではなく家族との協力も必要になっていく。

家族とも協力しなければ環境への働きをより強く幅広

くしていくことでなければならないと指摘している。

最後に、調査書としてまとめることで、これからの

目標を提示し一時的ではなく今後の生活にも持続的に

活かしていけるようにする、とも述べている。

このように環境へのかかわり方は、家族を含めて環

境意識を醸成して、改善点を見つけていく。このこと

の大切さを考えているY女である。

このような目的意識・課題意識を持っている学生は、

各項目に対する考察をどのようにしているだろうか、

次に、調査項目ごとに考察することにする。

②「環境家計簿」の調査結果の考察

各調査項目について調査によって明らかになったこ

とを定量的、定性的な捉え方をしているのである。本

報告では、二つの事例を取り上げたい。

1）台所仕事

この項目についての二人の考察したものを比較的に

検討考察していきたい。

O女は、台所仕事について次のように述べている。

A調査によって自分の生活環境を見直すことをね

らいとする

B身の周りの調査を通して、生活の改善点を探り、

授業の理解につなげていきたい

C自ら消費生活者として環境とのかかわり方の現

実と改善点を明らかにすることをねらいとする

Aタイプのねらい

17日間環境家計簿の調査をし、自分の生活の中

と共に豊かな都市生とのかかの

活を送るための 】らの自分の暮らしのこ

を考える。(S女）

。Bタイプのねらい

私は、生活環境演習において居住環境が最も重

要だと思う。その居住環境が近年の機械発達で私

の生活環境は、ほとんど豊かなものになってきた。

しかし、どんどん豊かになっていく反面、大気汚

染や水質汚濁、土壌汚染などさまざまな環境問題

が出てきた。

その原因を理解するために、まずは一番身近な

自分の周りの生活環境を見直してみて、良い点、

悪い点を理解して良い点はこれからも続け、悪い

点は改善できるようにしておく。(O女）

(生活環境演習の授業について理解を深める）

。Cタイプのねらい

「環境問題」について考えてみると大気汚染、

騒音、水質汚染など様々なことがある。これらの

ことは、全く我々の生活が関係していると言える。

こんにち、産業は、発展し続け人々の暮らしはよ

り豊かになってきている。しかし、そのことによ

り自然環境が年々悪化してきているということも

現状である。

この悪循環を解決する為には一人一人が「環境

に優しい生活」を送ることが必要なのである。そ

全体の割合としては、77.4％、項目1（水あら

い)、2（洗剤適正使用)、4（油を流）は100％

実践できた。しかし、項目6の米のとき汁の利用

については、29.4％と台所仕事の中でもまた全て

の項目の中でも最も低い数値になってしまった。

常に意識しておかないと、 ついつい流してしまう

ので注意が必要だと思った

また、油をそのまま流すことはないがきちんと

きれいにふきとったか、という調査項目で○が13

個、△が3個、×が1個と実践率が76.4％だった。

これは油をあまり使う料理がなかったと考えられ
今 行うのは母親なのでる。 一

』

てもらう必要がに (O
＝

女）（筆者傍線）

それに対して表1をまとめたI女は次のように結果

を導き考察している。

台所の仕事では、100%達成しているものが二

つあったが、実践率が74％や0％のものもあった。

100％達成した野菜や果物・食器類はできるだ

け水（湯）で洗うことや液体洗剤を薄めて使うこ

とは、習慣となっており、当たり前のこととして

実践することができた。野菜や果物はもちろん水

で洗うが食器類は洗剤を使う前に軽いよごれを水

で流したり、油や米粒のこびりつき等落ちにくい

汚れは水に浸しておいて汚れがふやけて落ちやす

においてこで の

識がどの程度なのかの
一
』

と上の今後の ていくことがね医

いである^(K女)(筆者傍線）

授業最初の課題設定において自己対象化したY女の

場合は、自分の生活環境にどのように影響・負荷を与

えているかを調査したい。そして、家庭内の環境とは
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れる。平成12年環境省調べによれば、次の通りである。

・一般廃棄物総排出量52.363千トン(100）（）内％

・内訳生活系ごみは排出量34.372千トン(56.6）

事業系ごみは排出量17.990千トン(34.4）

家庭ごみは一般廃棄物として市町村の清掃部署で処

理されている。オフィスや商店街の出すごみも「事業

一般廃棄物」として市町村の処理施設に持ち込まれる

のである。

ちなみに産業活動から出される産業廃棄物は、年間

4億トンで一般廃棄物の8倍にあたる。

そこで調査結果について述べることにする。

調査項目11「資源ごみとして分別処理しているか」

について○女も、I女も実践率が100％である。

I女は、前半部一部できていない（△）が数日続い

ていた。そこで、I女は「区役所に行った時『ごみの

くなってから流すなどしている。液体洗剤も無駄

に多く使っても意味はないので、適量を守るよう

にしている。

それに比べて、実践率0％であった米のとき汁

の利用は、今までほとんど行ったことがなく、ど

のように利用すればよいのか、よく分からなかっ

た。調べてみると作物の肥料にしたり、洗濯に使

えるようだ。小学生のころは少し実践したことが

あったが、今ごろはなかなかそのような機会がな

いので今後もっと活用できる利用法を探っていき

たい。（中略）

実践率88％と76％の油や残飯などを流しに捨て

ないということは、やらなければいけないと分か

っているが、ときどき面倒で捨ててしまうことが

あるので、100％にはならなかった。(O女)(筆

者傍線）

いる｡_今まで古紙やびんは資源ごみとして出していた

が、クッキーの空き缶や缶詰めは不燃ごみとして出し

O女は台所の仕事について「実践率の低いのは意識

されないからだ」と他人事のように語ってその上「普

段台所仕事を行うは母親なので、母親にも「環境に対 ていた･

丸な (実践できたというのであこと趣で
ー

る）

このようにO女は環境家計簿の調査したことが一つ

の動機となって「環境へのかかわり方の疑問を自ら確

かめ行動変容していった」学びの姿を見ることができ

た。

4）省エネルギー等

省エネルギーについては、「自分で解っていても実践

できない」という知識と行動が垂離している典型的な

意識である。

○女は、省エネルギーについて次のように調査結果

を考察している。

それに対して、I女は、実践的行動と習慣化と結び

つけて次のように答えている。

すなわち台所の仕事で実践率100%(1，2項目）に

達しているのは、「習慣となっており当たり前のことと

して実践することができた」というのである。実践率

「米のの利斥 はよく解らなかった

「

、

が
と

ベ 」

実な の探奔

ができる。

2）洗濯

○女は、洗濯の調査項目については、全て100％の

実践結果になったのは、すべて意識の範囲であるとい

う。このことについてより一層工夫をこらし環境に対

する意識が高まれば良い、と述べている。

I女の場合は、調査項目の7の正しく計って使って

いるが、同9ののこり湯の利用は実践率0％である。

それは、「洗濯機が風呂の外に置いてあるため実践する

ことができなかった」という。

いずれにしても、大部分の学生の洗濯は、習慣化さ

れ、環境にやさしい合理的な洗濯を行っていることが

わかる。

3）ごみ（一般廃棄物）

一般廃棄物（ごみ）は、都市生活者に限らず全国的

視野から考えても大変重要な環境問題の一つである。

ごみは、「生活系ごみ」と「事業系ごみ」とに分けら

全体の割合が72.5％と四項目の中でも最も低い。

これは、自分一人が気にするのではなく、家族み

んなで気を付けないと省エネルギーは上手くでき

ないと思う。なので 一人が省エネルギーに一

(○女）（筆者る意言

傍線）

I女は、次のように調査結果の考察を行っている。

実践率94％であった。食べ残しは、一回だけで

きず100％にならなかったのは残念である。不用

の電灯やテレビを消すことと、水道やシャワーを

出しっぱなしにしないことは、実践率は53％と

47％であるが、前半と後半ごとに分けてみると、

用の電灯、テレビ 11～こ
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同様に水道とシャ

ワーを出しっぱなしにしないことも前半は実践率

67％である。

このように両方とも後半の方が実践率が高くな

っているのは、この調査を行うことで意識をして

テレビを消したり、水道の栓を止めたりしている

うちにだんだん習慣となってきているからである。

(I女)(筆者傍線）

O女は、相変わらず一人ではできない一人一人の省

エネルギー行動は、一人一人の意識変革であるとあっ

さり言い切っている。これは、日本人の意識傾向では

ないかと考える。

I女の省エネルギーに対する意識と行動の変容は、

この「環境家計簿」による「環境へのかかわり調査」

が動機付けになったと考えることができる。

6調査を終えこの導き出された結論

本調査研究の学生のレポートの最後には、「結果と今

後の課題」という見出しをつけて17日間の調査によっ

て学習者が一人ひとり「気づいたこと」「考えたこと」

｢これからの生き方」「今後の課題」などについて述べ

ている。

ここでは、78名の中からアトランダムに10名のレポ

ートを抽出して、「結果と今後」に何を書いているのか

を解析したものである。

表2は、抽出した10名のレポートから「環境家計簿」

の調査活動によって得られたこと、学んだことが「調

査の結果」としてまとめられたものである。その中で

導き出された「環境への関心」「今後の行動の仕方」

｢学びの自己変容したこと」が述べられている。学生の

｢環境へのかかわり方」の様態が表2に示されている。

環境家計簿の調査研究において学生は「環境への意

識と行動が変容した」ということが明確に示されてい

る。

これまで学生は、身の周りの環境への関心が低く、

環境保全への習慣化がなされない点であった。今回

調査研究によって「環境へのかかわり方の反省」を踏

まえて「積極的に環境へ関わるという意識変容」が見

られた点がありこの調査研究が「総合演習」の動機付

けに有効であったと考えられる。

前述したように、総合演習の導入において「環境家

計簿」調査研究したことは、学生の「環境への関心」

をもたせ「自分は環境にどう関わっていくのがよいか」

を本演習を展開するのに有効であった。

それは、すなわち、＜課題研究1＞「環境家計簿」の

調査研究において、学生は、環境とのかかわりを日常

生活点から見直す機会となったことである。そのこと

によって自ら環境に関心をもち、主体的な環境保全へ

の行動意欲を醸成することができた。このことが、学

生のレポートから垣間見ることができる。さらに、「環

境家計簿」の調査研究は、以後のくテーマ研究＞へ持

続的・発展的に活かされていったのである。例えば、

環境家計簿の調査項目「台所」「洗濯」は、＜テーマ研

究④＞「食生活と『環境』」へ、「ごみ」「省エネルギー」

はくテーマ研究⑧＞「循環型社会とは」へと発展的に

連動的に展開するのである。このことを通して、自分

表2調査結果のまとめ

分析視点 主な内容 頻度数

･一人ひとりの習慣化 ･習慣となっているものは実践が高い 3

．意外と環境によいことを実践していた

･個人と社会活動 ･環境問題解決は個人の努力を社会全体で 3

｡ふりかえりながら行動 。「電気を大切に」というフレーズが解っても行動できない 3

･求心的環境観の低い生活を反省している

･環境への関心理解、改 ･日ごろから環境問題に関心を持ち理解を深め安全のために 7

善の行動の営み 今できることから行動する。ちょっとの努力で改善できる

から毎日の積み重ねることが大切

･環境への意識変容、行 ･実践行動が変容した 10

動変容 ･協力してくれた母の意識も変えることができた

。この調査で考え、改善できたことはよかった

･最初は意識が低かったが本調査で意識行動が変わった
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の家庭から環境を見ようとする思考法や問題解決法を

活用するようになるのである。学生にとって、本総合

演習の実践は、環境問題を他人事ととらえるのでなく、

自分のことのように考え、問題を解決しようとする主

体的環境観の形成に資することができた、と考える。

本論文は、日本教師教育学会研究大会（2006,9,23）

及び、日本教材学会研究大会(2007,11,9)において

報告したものであり、その報告に加筆したものである。

尚、この論文の整理には、脇山美希の協力を得た。

このことを付記して謝意を表したい。
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